
※はちまんたい議会だより№３４（平成２６年２月６日発行）の印刷経費は１部５２．９２円（税込み）、
　発行部数は１万部です。

〒
０２８
-７１９２

　
岩
手
県
八
幡
平
市
大
更
第
３５
地
割
６２
番
地

E-m
ail：

gikai@
city.hachim

antai.lg.jp
№
３４

　
平
成
２６
年
２
月
６
日
発
行

☎
０１９５

-７６
-２１１１（

代
表
）　
姉
０１９５

-７６
-２９８０（

議
会
事
務
局
直
通
）

■
発
行
　
八
幡
平
市
議
会
　
■
編
集
　
八
幡
平
市
議
会
広
報
特
別
委
員
会

　
　
年
前
に
結
婚
し
て
三
重
県
か
ら
八
幡
平

２２
市（
旧
安
代
町
）に
来
ま
し
た
が
、
人
口
、
特

に
若
い
人
が
減
っ
て
い
る
の
が
気
に
な
り
ま

す
。
市
が
発
展
し
て
い
く
た
め
に
は
若
い
人

た
ち
の
力
が
必
要
で
す
。
豊
か
な
自
然
な
ど

の
資
源
を
有
効
に
活
用
し
て
若
い
人
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働
く
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所
の
確
保
と
、
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も
た
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が
八
幡

平
市
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ち
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ふ
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と
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っ
て

き
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私
た
ち
の
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表
で
あ
る
議
員
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皆
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ん
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ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
る
か
市
民
に
は

見
え
て
い
な
い
と
思
い
ま
す
。
誰
で
も
分
か

る
よ
う
な
「
開
か
れ
た
議
会
」
を
進
め
、
市

民
の
声
を
吸
い
上
げ
て
市
に
提
言
し
て
も
ら

い
た
い
で
す
。

（昨年１１月９日、田頭、平笠秋・実りまつり「文化芸能交流発表会」）

先人から　受け継ぐ⒂　 平  笠  田  植  踊 
ひら かさ た うえ おどり

　平笠田植踊は、いつごろから踊られた
かについての書き物はありません。慶応
か明治時代初期に、滝沢村（現滝沢市）か
ら師匠が来て教えたというのと、江戸時
代から踊っていたという２つの説があり
ます。
　米の豊作を願うこの踊りは、「 三  番  叟 」

さん ば そう

や「顔見世」、「種まき」、「苗取り」などの演

目があり、農作業の流れを表現したもの
と、他の伝統芸能が複合しています。
　現在は、保存会の指導により、平笠小
学校の児童などに伝承され、５月３日の
宮田神社例大祭などで披露されています。
◎保存会代表　高橋一三さん
◎市指定無形民俗文化財指定日　昭和４９
年７月２０日（旧西根町指定）
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